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特 集！特 集！  政治・町議会へ の関心を高めるためには !?政治・町議会へ の関心を高めるためには !?
議会改革特別委員会では、より良い議会運営を目指すため、いくつかのテーマを掲げ調査研究を行って
います。そのテーマの一つである「政治・町議会への関心を高めるためには？」について現在取り組んで
いる２つの現在の状況について特集しました。

議会基本条例に、議会報告会の実施を掲げていますが、新型コロナの感染拡大の影響により、ここ数年
開催されず、また過去の開催時にも参加者が少なかったため議会改革特別委員会にて改善策を協議しま
した。それにより一方的に報告するのではなく、各団体や機関などの出向き、意見交換会形式でコミュニ
ケーションを図るべきとの提案があり、意見交換会を行うこととしました。
なお、これについては別委員会により運営を行なっています。

① 議会中継について

② 議会報告会について

FM ラジオによる議会中継
　これについては令和４年に門川町商工会より「政治・町議会への関心を高めるため、また町議
会議員活動への状況を認識するため町議会の情報発信としてラジオ中継（FM 日向・ネット中継等）
の実施」について要望が出ており、また FM ひゅうが様より無料で試験放送の提案がありました
ので令和５年１２月定例会の一般質問を２日間生放送しました。
　なお実施にあたり、町報、議会だよりなどで町民の方への広報。アンケート配布。また区長会
のご協力をいただきアンケートの回収を行いました。
　アンケートの結果では、ラジオ中継を聴いた方が 159 名、町人口の割合でいうと 0.95%となっ
たところです。またアンケートに回答された方のご意見なども参考に協議、採決した結果、議会運
営委員会としては本案件に対しては不採択と報告。令和６年第２回定例会にて賛成少数により要
望が否決されました。
　なお現在、議会改革特別委員会（全議員参加）に於いて、ラジオ中継に替わる情報発信を模索、
協議しています。

議会中継および動画配信の先進事例視察
　令和５年度に近隣町村および他県の町議会が実施している議会中継、動画配信について先進
事例の視察を行いました。

令和６年 意見交換会の開催
３月  4 日（月）消防団幹部および防災士　 会場 ： 役場３階　※ 詳細は P15 を参照
５月 14 日（火）門川町社会福祉協議会　　会場 ： 門川町総合福祉センター　
５月 14 日（火）心の杜保全会　 　　　　   会場 ： かどがわ温泉　心の杜

今後も継続して門川町婦人団体連絡協議会ほか町内各団体と意見交換会を行います。

宮崎県 佐賀県

町村名 椎葉村 白石町 吉野ヶ里町

生中継 ケーブルテレビ ケーブルテレビ なし

録画配信 なし あり あり

広報誌連携 なし あり あり

YouTube による録画配信について
　他の議会を視察した結果、設備に係る費用や中継放送に係るランニングコスト、広報誌との連
携などを考慮し、またケーブルテレビの普及率も高くないため、一眼レフカメラで撮影した動画を
議会終了後に編集し YouTube にて配信する事にしました。

録画配信の良いところ！　・ランニングコストがかからない　・議員ごとに個別配信できる
　　　　　　 　・議会だよりとリンクできる　　　・アクセス数を確認できる

なお令和６年第２回定例会において予算が承認されたので、機材が揃い次第、配信に向けた準備
を進めていきます。

動画記録用の一眼レフ（吉野ヶ里） QR コードによるリンク例

  答答
課
題
を
共
有
し
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
る

  問問
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

亀裂の入ったブロック塀

倒壊の恐れのある家屋
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一 

般 

質 

問

岩
切能

登
半
島
の
地
震
で

は
、
多
く
の
死
者
が
家

屋
倒
壊
で
亡
く
な
り
、

輪
島
市
で
は
道
路
閉
鎖

や
倒
壊
家
屋
の
影
響
で

消
防
車
が
現
場
に
到
達

で
き
ず
火
災
で
広
範
囲

が
消
失
し
た
。
本
町
も

沿
岸
部
に
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
空
き
家
が
多
く

あ
る
が
、
空
き
家
に
つ

い
て
調
査
・
対
策
を
知

り
た
い
。

町
長本

町
も
地
震
に
よ
る

揺
れ
で
家
屋
の
倒
壊
や

道
路
閉
塞
、
火
災
の
危

険
が
あ
る
。
空
き
家
も

増
加
し
、
管
理
が
行
き

届
か
な
い
場
合
、
近
隣

へ
の
影
響
や
景
観
へ
の

悪
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
。
地
方
自
治
体
は
対

応
が
難
し
い
た
め
、
国

は
特
別
措
置
法
を
施
行

し
、
空
き
家
対
策
を
推

進
。
本
町
も
「
門
川
町

空
家
等
対
策
計
画
」
を

策
定
、
空
き
家
調
査
や

老
朽
化
し
た
危
険
家
屋

の
対
応
を
進
め
て
い

る
。
現
状
や
課
題
は
関

係
課
で
共
有
し
、
国
の

被
害
検
証
も
参
考
に
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
。岩

切「
空
き
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
の
改
正
に
伴
っ

て
、
町
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
、
今
後

取
り
組
ん
で
い
く
か
。

環
境
水
道
課
長

現
在
、
特
別
措
置
法

改
正
に
独
自
の
取
り
組

み
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
個
別
に
対
応
し
て

い
る
。
手
順
は
、
危
険

な
家
屋
へ
の
連
絡
、
現

地
調
査
、
所
有
者
へ
の

通
知
、
そ
し
て
所
有
者

と
の
協
議
。
過
去
１
年

間
で
は
３
〜
４
件
の
撤

去
処
分
が
あ
り
、
１
件

は
協
議
中
。

岩
切固

定
資
産
税
が
軽
減

さ
れ
る
た
め
、
建
物
を

壊
さ
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の

対
策
は
。

税
務
課
長

住
宅
が
建
っ
て
い
る

土
地
に
関
し
て
は
、
特

例
措
置
で
固
定
資
産
税

が
安
く
な
っ
て
い
る

が
、
特
定
空
き
家
に
関

し
て
、
特
例
を
外
す
と

い
う
よ
う
な
措
置
は
現

在
行
っ
て
い
な
い
。

岩
切資

金
不
足
で
壊
せ
な

い
場
合
、
町
の
補
助
金

は
な
い
の
か
。
ま
た
国

や
県
の
補
助
金
は
あ
る

の
か
。

環
境
水
道
課
長

特
別
措
置
法
に
基
づ

く
強
制
執
行
は
、
協
議

計
画
や
協
議
会
の
設
置

を
経
て
進
む
が
、
ま
だ

協
議
会
の
設
置
は
進
ん

で
お
ら
ず
、
補
助
金
に

関
し
て
は
県
の
動
向
を

見
て
調
査
を
進
め
る
考

え
。岩

切空
き
家
バ
ン
ク
の
活

用
状
況
は
。

地
域
振
興
課
長

令
和
２
年
か
ら
令
和

５
年
ま
で
の
間
、
延
べ

43
件
登
録
。
う
ち
19
件

が
契
約
が
成
立
。
県

外
、
大
阪
京
都
、
各
会

場
で
移
住
相
談
会
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。

岩
いわきり

切　義
よしき

樹 議員
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令和６年 第２回定例会令和６年 第２回定例会

専 決 処 分　全員賛成・承認

令和６年度６月補正予算　各会計とも可決

令和5年度門川町一般会計補正予算（第13号）
一般会計補正予算（歳出）の主なもの
　　　　　　公共施設等整備基金などへの積立金 …………………………… 3 億 4,972 万円増
　　　　　　ふるさと納税事業 ………………………………………………… 2 億 6,000 万円減
　　　　　　企業立地促進奨励金事業……………………………………………… 5,000 万円減 
　　　　　　障がい者福祉事業 ……………………………………………………… 1,600 万円減

国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
　予算総額に変更はなく、歳出において、予備費から必要となる経費を総務費に振り替えて対応
したもの。

財産の取得について ①
LGWAN 系ネットワーク無線化事業及び Windows10 のサポート終了への対応のため、全職員
を対象とする LGWAN 系業務用端末の予備機を含め 200 台を更新する。8 者による指名競争
入札の結果、「行政システム九州株式会社 宮崎支店」が、消費税込み 17,256,800 円で落札し
た。

財産の取得について ②
西門川地区から五十鈴小学校及び門川中学校へ通学する児童生徒の送迎を行うために、現在運
行しているスクールバス用マイクロバスが経年による老朽化が進み、安全に通学することに支障を
きたすおそれがあるため、既存のマイクロバスを処分し、新車のマイクロバスを新たに購入する。
4 者による指名競争入札を執行予定だったが、3 者が辞退したため入札は中止となり、入札を辞
退しなかった事業者 1 者による見積り入札を実施した結果、「有限会社武田自動車整備工場」が、
消費税込み 7,915,602 円で落札した。

総合文化会館天井改修工事請負契約について
総合文化会館のホール天井は、地震の大きな揺れにより脱落し、重大な危害を生ずるおそれがあ
り、建築基準法などの法律の改正に伴い、音響や建物の構造に考慮した落下防止対策工事を行
うもの。工期は令和 6 年 12 月 30 日まで。入札方法については、「条件付き一般競争入札」で
実施。落札額 消費税込み 9 千 141 万円で「坂本建設株式会社」が落札した。

クリエイティブセンター空調設備改修工事請負契約について
門川勤労者総合福祉センターは経年劣化による空調設備の能力の低下や、故障した際の部品供
給に問題が生じる恐れがあり、また、避難所に指定されているため、停電時でも使用できる空調
方式を採用するため、空調設備を改修するもの。工期は、令和 6 年 9 月 30 日まで。入札方法
については、「条件付き一般競争入札」で実施。7 者参加のもと、落札額消費税込み 3 千 8 百
1 万 6 千円で「株式会社 九電工日向営業所」が落札した。

一般会計補正予算（第2号）
一般会計補正予算（歳出）の主なもの
　　　議会費 議会本会議など録画放送用の機器整備として ………108 万 9 千円増
　　　民生費 児童措置事業の児童手当増額分など ……………… 7,764 万 1 千円増
　　　衛生費 感染症予防事業など ………………………………… 5,030 万 2 千円増
　　　農林水産業費 花畑地区水路改修事業など ………………………… 3,829 万 8 千円増
　　　消防費 津波避難路建設に係る土地購入費など ………………613 万 2 千円増
　　　教育費 図書館システム改修や学力向上支援員補充など…… 1,341 万 7 千円増 

　令和６年第２回定例会は、６月４日に開会し、７日に閉会しました。主なものは一般会計補正予算や
国民健康保険事業特別会計補正予算など７件を審議。
　また、５日は議員６人が登壇し、地震・津波対策や町内の学校の現状についてなど、計１３項目の一
般質問を行いました。（関連記事 8 〜 13 頁）。 

第２回臨時会は５月１７日に開会し承認２件、議案４件が審議され賛成多数で可決されました。

令和６年 第２回臨時会令和６年 第２回臨時会



（ラジオ放送の陳情に
対する委員長報告に対
しての反対討論）

「門川町商工会からの
要望書」に関して、議
会運営委員会では不

採択であります。私は一部採択にすべきであ
ると考えますので反対いたします。

上納屋、下納屋の避難
路の土地購入について
は、避難タワーより避難
路の方が有効との事で
すが、「上納屋地区の、
高齢者世帯が多く避難

所まで遠い。間に合わん。」との声からすると論
点がずれています。また地域の方々にこの事を
説明もしていません。不安は払しょくされません。

約6000万人がマイナ保険証を利用しておらず、マイナ保険証を使うのが怖く
て使わない人を加えると約1億人が利用を避けています。その結果、現行の保
険証を使用している人が90%以上に達しています。
全国88の市町村で保険証存続を求める意見書が採択されており、私も現行
の保険証の存続を求める立場として、マイナ保険証への移行を前提とした今
議案に反対いたします。

（ラジオ放送の陳情に
対する委員長報告に対
しての賛成討論）
一般質問でのラジオの
実験放送では、アンケー
トの結果、聞いた方が

１％にも満たない状況で、効果に疑問の声が
多くありました。このラジオの陳情をきっかけに、
より良い方法を模索し議論していく方向が望
まれます。よって委員長報告に賛成します。

本件は議会の放送設
備をはじめ、児童手当
や感染症予防事業、津
波避難施設に関する
重要な予算であります
ので、賛成いたします。

※この議案に対する賛成討論はありません。
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各議員の審査結果（○：賛成、●：反対、―：議長）
表　　決　　表

議　　案
（全員賛成の議案は除く。）

黒
田
　
耕
右

寺
田
　
泰
隆

岩
切
　
義
樹

魚
永
　
崇
貢

松
本
　
良
一

田
中
　
豊
和

宇
都
宮
三
良

米
良
　
　
格

中
城
　
資
力

岩
佐
　
祐
一

森
川
　
春
夫

神
﨑
千
香
子

出
口
　
希
俊

森
　
　
誠
一

宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の
変更について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ―
令和６年度門川町一般会計補正予算（第
２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ―
令和５年陳情第1号　「政治・町議会へ
の関心を高めるため、また町議会議員
活動への状況を認識するため町議会の
情報発信としてラジオ中継（FM日向・
ネット中継等）の実施」について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ―

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意

現
委
員
の
任
期
が
、
令
和
６
年
７

月
15
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
の

で
、
そ
の
選
任
に
つ
い
て
の
同
意
を

求
め
る
も
の
。

選
任
者　

柳
田
隆
晴
氏　

東
栄
町
在
住

　
　
　
　
　

(

全
員
賛
成
・
同
意)

条
例
の
改
正
等　

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
の
上
位
法｢

行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律｣

の

改
正
に
基
づ
き
、
整
合
性
を
図
る
た

め
、
本
町
に
お
け
る
条
例
を
一
部
改

正
す
る
も
の
。

　
　
　
　

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

規
約
の
変
更

宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
規
約
変
更

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
及
び
高

齢
者
医
療
確
保
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
令
和
６
年
12
月
か
ら
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、
現
行
の
被
保

険
者
証
が
廃
止
と
な
り
、
そ
の
取
扱
い

事
務
の
規
定
を
定
め
る
た
め
。

　
　
　
　

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

令
和
５
年
陳
情
第
１
号

｢

政
治
・
町
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
、
ま
た
町
議
会
議
員
活
動
へ
の
状

況
を
認
識
す
る
た
め
町
議
会
の
情
報
発

信
と
し
て
ラ
ジ
オ
中
継
（
Ｆ
Ｍ
日
向
・

ネ
ッ
ト
中
継
等
）
の
実
施｣

に
つ
い
て

　
　
　
（
議
会
運
営
委
員
会
報
告
）

門
川
町
商
工
会
か
ら
議
場
で
の
ラ

ジ
オ
中
継
を
し
た
場
合
の
概
算
見
積

も
り
、｢

選
挙
の
投
票
率
向
上
に
向

け
て｣

な
ど
の
意
見
も
添
え
て
提
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
令
和
５

年
５
月
10
日
に
町
商
工
会
代
表
者
５

名
と
本
委
員
会
に
お
い
て
趣
旨
確

認
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
議

長
と
協
議
し
特
別
委
員
会
の
立
上
げ

で
意
見
が
ま
と
ま
り
、
早
速
、
全
議

員
所
属
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会

で
、
ま
ず
令
和
５
年
12
月
定
例
会
の

一
般
質
問
を
試
験
的
に
ラ
ジ
オ
中
継

す
る
こ
と
で
協
議
、
実
施
致
し
ま
し

た
。
実
施
に
当
り
、
町
報
、
議
会
だ

よ
り
な
ど
で
町
民
の
方
へ
の
広
報
。

ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
。
実
施
後
は
、
区

長
会
を
通
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収

を
行
い
集
計
。
結
果
は
、
ラ
ジ
オ
中

継
を
聞
い
た
方
１
５
９
名
、
町
人

口
の
割
合
で
い
う
と
０
．９
５
％
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
さ
れ
た
方
の
ご
意
見
な
ど
も

参
考
に
協
議
し
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
本
会
議
採
決
）

委
員
会
報
告
は
不
採
択
で
あ
り
、

議
会
の
採
決
の
結
果
、
本
陳
情
は
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

討　論討　論
令和5年度陳情第1号　「政治・町議会への関心を高めるため、また町議会議員

活動への状況を認識するため町議会の情報発信としてラジオ中継（FM日向・ネッ
ト中継等）の実施」について

議案第33号　宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

議案第34号　令和6年度門川町一般会計補正予算（第2号）について

中城 議員

反対

神﨑 議員

反対

黒田 議員

反対

神﨑 議員

賛成

中城 議員

賛成



  
地
震
に
強
い
耐
震
適
合
管
の
布
設
替
え

を
行
う

  
門
川
町
の
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て

門川町次期衛生センター （仮称 ）の完成予定図

第13部　 消防機庫前

  
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

  
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
導
入
に
つ
い
て
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問地
震
・
津
波
が
発
生

す
る
と
電
気
、
水
道
等

の
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
寸

断
さ
れ
即
、
町
民
生
活

に
重
大
な
影
響
が
出
て

く
る
。
断
水
が
長
期
に

な
る
と
飲
料
水
を
始
め

風
呂
・
ト
イ
レ
等
生
活

用
水
の
確
保
が
必
要
に

な
る
。
震
災
に
強
い
耐

震
適
合
管
の
布
設
が
効

果
的
と
思
う
が
。

答断
水
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
地
震
に
強
い
耐

震
適
合
管
の
布
設
替
え

は
必
要
と
思
う
。
平
成

３0
年
度
よ
り
補
助
事
業

を
活
用
し
、
基
幹
管
路

の
耐
震
化
を
図
っ
て
い

る
。

（

仮
称）

門
川
町
次
期
衛

生
セ
ン
タ
ー
の
災
害
時

の
対
応
策
に
つ
い
て

問し
尿
処
理
施
設
は
、

人
間
が
生
活
の
中
で
必

ず
発
生
す
る
「
し
尿
」

を
適
切
に
処
理
す
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
施

設
と
認
識
し
て
い
る

が
、
能
登
半
島
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ

う
な
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
時
の
、
し
尿

処
理
施
設
の
地
震
対

策
、
浸
水
対
策
は
。

答　地
震
対
策
に
つ
い
て

は
、
杭
基
礎
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
建
物
の
沈

下
や
設
備
の
破
損
を
防

ぐ
。
浸
水
対
策
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

想
定
し
、
処
理
棟
１

階
床
面
高
さ
を
海
抜 

+

６.

18
ｍ
以
上
に
す
る

こ
と
で
、
地
下
室
等
へ

の
浸
水
を
防
止
す
る
。

想
定
外
の
浸
水
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
重
要
設

備
を
２
階
に
配
置
す
る

こ
と
で
、
早
期
の
復
旧

が
可
能
で
あ
る
。

消
防
車
輛
の
町
道
へ

の
進
入
路
の
確
保
に

つ
い
て

問第
1３
部
の
消
防
車
が

消
防
機
庫
か
ら
道
路
に

出
て
く
る
場
合
、
こ
の

道
路
に
は
近
く
に
門
川

駅
前
の
信
号
機
が
あ

り
、
車
が
停
車
し
て
い

る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
一
刻
を
争
う
火
災

現
場
へ
の
到
着
が
遅

れ
、
消
火
活
動
に
も
影

響
が
出
る
。
消
防
車
が

消
防
機
庫
か
ら
町
道
に

出
て
く
る
場
所
・
道
路

に
、
駐
停
車
禁
止
の
表

示
と
か
、
あ
る
い
は
、

赤
色
灯
警
報
シ
グ
ナ
ル

を
設
置
し
た
ら
と
思
う

が
。

答道
路
へ
の
駐
停
車
禁

止
等
の
表
示
を
管
轄
す

る
日
向
警
察
署
と
協
議

し
た
結
果
、
機
庫
と
町

道
が
直
接
接
し
て
い
な

い
た
め
設
置
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
と
の
回

答
。
ま
た
赤
色
灯
警
報

シ
グ
ナ
ル
を
設
置
に
つ

い
て
は
、
日
向
消
防
署

が
以
前
設
置
し
て
い
た

が
、
署
内
か
ら
の
消
防

車
へ
の
サ
イ
レ
ン
等
に

よ
り
、
通
行
中
の
車
輌

へ
の
通
知
が
出
来
る
の

で
、
設
置
の
必
要
は
な

い
と
思
う
。

松
まつもと

本　良
りょういち

一 議員

問耳
周
辺
の
軟
骨
の
振

動
を
通
じ
て
音
が
聞
こ

え
る
イ
ヤ
ホ
ン
を
相
談

窓
口
に
設
置
す
る
自
治

体
や
金
融
機
関
、
病
院

な
ど
で
の
利
用
が
増
え

て
い
る
が
導
入
し
て

は
。答伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導

入
に
よ
っ
て
、
大
声
で

話
す
こ
と
に
よ
る
個
人

情
報
を
周
囲
に
聞
か
れ

る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
や
、
筆
談
に

よ
る
対
応
と
比
較
し
た

と
き
の
時
間
短
縮
、
さ

ら
に
は
、
相
談
者
と
の

ス
ム
ー
ズ
な
意
思
疎
通

を
図
る
こ
と
な
ど
が
期

待
さ
れ
る
。
導
入
に
向

け
て
、
前
向
き
に
検
討

を
進
め
る
。

人
口
減
少
と
若
者
支

援
に
つ
い
て

問奨
学
金
返
還
支
援
制

度
の
推
進
は
。

答町
内
に
お
い
て
も
、

返
還
を
行
っ
て
い
る

方
々
は
多
数
お
ら
れ
る

と
考
え
る
。
他
の
自
治

体
で
は
、
移
住
や
定
住

を
促
す
た
め
に
、
一
部

助
成
等
の
取
り
組
み
を

確
認
し
て
い
る
。
本
庁

の
制
度
設
計
を
検
討
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
、

も
う
し
ば
ら
く
時
間
を

頂
く
。

問婚
活
支
援
の
取
り
組

み
は
。

答出
逢
い
・
結
婚
支
援

の
取
り
組
み
促
進
を
担

う
「
結
婚
支
援
コ
ン
セ

ル
ジ
ュ
」
を
配
置
す
る

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
今
後
も
県
の
施
策

と
連
携
し
た
事
業
の
推

進
、
ま
た
、
民
間
事
業

へ
の
取
り
組
み
支
援
等

も
行
い
、
人
口
増
加
に

つ
な
が
る
よ
う
事
業
を

行
う
。

問「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」
「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」
を
目
指

す
子
育
て
支
援
の
充
実

は
。答「

こ
ど
も
大
綱
」
の

内
容
を
踏
ま
え
次
期
計

画
を
策
定
し
取
り
組

む
。
保
育
現
場
の
負
担

の
増
加
、
保
育
人
材
の

不
足
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
「
医
療
ケ
ア
児

へ
の
支
援
」
は
現
在
、

日
向
市
・
東
臼
杵
郡
障

が
い
児
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
広

域
的
な
支
援
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
は
、
「
医
療
ケ
ア

児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
配
置
し
、
支

援
を
行
う
。
産
前
産
後

ケ
ア
は
医
師
、
看
護

師
、
保
健
師
、
助
産

師
、
保
育
士
等
の
専
門

職
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
支
援
を
行
う
。

魚
うおなが

永　崇
たかつぐ

貢 議員

議会だより 前回（178号）の記事誤りについて
前回の一般質問の記載の中で、答弁者名と

福祉課長の答弁において誤った記載がありま
したことをお詫び申し上げます。



  
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く

  
本
町
の
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て

  
課
題
も
考
慮
し
検
討

  
「
お
む
つ
の
負
担
軽
減
モ
デ
ル
事
業

導
入
」
に
つ
い
て

技能実習生

かどっぴー親子保護者から預かっているおむつ
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問本
町
内
の
外
国
人
労

働
者
、
企
業
実
習
生
の

人
数
は
。
把
握
も
含

め
、
生
活
の
手
助
け
な

ど
は
考
え
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答現
在
、
本
町
に
15
ヵ

国
約
１
３
０
人
の
外
国

人
が
居
住
、
う
ち
約
70

人
が
技
能
実
習
生
と
し

て
町
内
事
業
所
で
就
業

し
て
い
る
。

就
業
場
所
な
ど
の
市

町
村
へ
の
届
け
出
は
不

要
で
あ
る
た
め
、
す
べ

て
は
把
握
し
て
い
な

い
。問今

後
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

答今
後
も
増
加
し
て
い

く
も
の
と
考
え
て
お

り
、
近
隣
自
治
体
の
事

例
も
参
考
に
、
施
策
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く
。

問事
業
所
と
連
携
し
地

域
と
の
交
流
を
図
っ
て

い
く
こ
と
や
、
心
の
杜

を
活
用
で
き
な
い
か
。

答花
火
大
会
へ
の
案
内

な
ど
を
し
て
い
る
。

心
の
杜
の
活
用
は
計

画
し
て
い
な
い
が
、
意

見
と
し
て
承
る
。

問延
岡
市
は
マ
サ
チ
ュ 

ー
セ
ッ
ツ
州
メ
ド
フ
ォ 

ー
ド
市
、
福
島
県
い
わ

き
市
、
福
井
県
坂
井

市
、
大
連
（
中
国
）
、

日
向
市
は
濰
坊
市
（
中

国
）
、
美
郷
町
は
沖
縄

県
豊
見
城
市
、
扶
餘
邑

（
韓
国
）
な
ど
近
隣
市

町
村
で
は
友
好
都
市
と

の
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
本
町
で
の
構
想

は
。答現

時
点
で
は
、
友
好

都
市
を
提
携
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

米
めら

良　  格
いたる

 議員

問保
護
者
や
保
育
士
の

経
済
的
、
精
神
的
負
担

の
軽
減
を
目
指
し
て
、

県
は
令
和
５
年
よ
り
お

む
つ
負
担
軽
減
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
を
門
川

町
で
も
取
り
入
れ
る
事

は
で
き
な
い
か
。

答現
在
９
市
町
村
が
お

む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
を
導

入
を
し
て
い
る
。

県
が
取
り
ま
と
め
を

し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
近
隣
市
町
村
の

動
向
、
町
内
保
育
所
な

ど
の
意
見
と
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

問メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
か
と
は

思
う
が
導
入
し
て
い
る

自
治
体
の
利
用
者
か
ら

は
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。聞

き
取
り
等
調
査
は

で
き
な
い
か
。

答保
育
園
や
保
育
施
設

等
で
園
長
会
が
定
期
的

に
行
わ
れ
て
い
る
そ
の

時
に
保
育
園
の
意
見
は

聞
く
こ
と
が
出
来
る
。

問保
育
園
側
や
利
用
者

の
意
見
等
が
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
が
、
県
の
ア
ン
ケ
ー

ト
取
り
ま
と
め
の
結
果

な
ど
は
い
つ
出
る
か
分

か
る
か
。

答い
つ
で
る
か
な
ど
は

ま
だ
分
か
ら
な
い
。

問お
む
つ
代
は
子
育
て

世
帯
の
家
計
の
中
で
も

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
し

め
て
い
る
。
町
独
自
の

財
源
だ
け
で
は
な
く
、

こ
う
い
っ
た
県
の
事
業

や
国
の
補
助
金
等
を
活

用
し
て
子
育
て
世
帯
へ

支
援
し
て
ほ
し
い
。

答近
隣
の
自
治
体
と
も

意
見
交
換
を
行
い
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

黒
くろだ

田　耕
こうすけ

右 議員

議会だより 前回（178号）の記事の誤りについて
先の「議会だより」に掲載いたしました私の一般質問の内容についてお詫びいたします。
私の質問「心の杜は、本年度決算でも７，８千万の赤字になると危惧されている。対処方法と責任

の所在は。」に対する
地域振興課長「大規模工事など投資的経費を差し引いても７千万円程度の赤字になる。責任の所

在については、最終的には町長判断となるが、経営改善委員会としてはそのような意味で動いていな
い。」と掲載した部分について、地域振興課長が答弁している個所につきましては、課長が実際に答
弁した内容と全く違うことを記事にしていました。ここに、お詫び申し上げます。

実際の答弁は長い答弁でありますので、「議会だより」の記事用に要約したものを記載しております。
この要約作業において、ミスを犯してしまい、前号の記事については、課長答弁の内容が実際と違

うものとなってしまいました。
今後は、このようなことがないよう一層気を付けてまいりますので、ご寛恕くださいますようお願

いいたします。



  
民
間
活
力
を
活
か
す

  
庁
舎
跡
地
売
却
決
定
の
理
由
は

旧庁舎

門川町武道館
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一 

般 

質 

問

一 

般 

質 

問

問建
替
え
に
つ
い
て
ど

の
様
な
話
し
合
い
を
さ

れ
た
か
。

答門
川
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
は
、

将
来
の
人
口
動
向
を
踏

ま
え
、
公
共
施
設
の
総

量
を
現
在
よ
り
３0
％
縮

減
す
る
目
標
が
あ
る
。

建
替
え
や
他
の
施
設
と

の
集
約
化
に
よ
る
大
規

模
改
修
を
考
慮
し
、

様
々
な
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。

問将
来
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
県
な
ど

に
補
助
な
ど
の
相
談
は

さ
れ
た
の
か
。

答直
接
県
の
方
に
補
助

に
つ
い
て
相
談
し
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
段
階

で
は
な
い
。

問利
用
し
て
い
る
生
徒

や
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
さ
れ
た
か
。

答町
と
し
て
施
設
の
方

向
性
な
ど
を
模
索
し
て

い
る
状
況
な
の
で
、
今

の
と
こ
ろ
は
行
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
計
画
が

進
む
中
で
、
必
要
に
応

じ
て
ご
意
見
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
る
。

町
内
の
学
校
の
現
状

に
つ
い
て

問町
内
の
学
校
で
不
登

校
に
な
っ
て
い
る
児
童

生
徒
に
つ
い
て
現
在
の

対
処
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答不
登
校
の
兆
候
が
見

ら
れ
る
場
合
に
は
保
護

者
に
連
絡
を
取
っ
た

り
、
家
庭
訪
問
を
行

い
、
生
徒
指
導
部
を
中

心
に
対
策
委
員
会
を
実

施
す
る
な
ど
し
て
、
不

登
校
の
未
然
防
止
及
び

早
期
発
見
・
早
期
対
応

に
努
め
て
い
る
。

問フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答条
件
等
が
あ
る
の

で
、
す
り
合
わ
せ
し
連

携
を
図
っ
て
い
き
た

い
。問中

学
校
で
の
授
業
放

棄
・
妨
害
に
対
す
る
実

態
把
握
と
取
り
組
み

は
。答ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
及
び
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
教
育
相
談
を
実

施
し
専
門
家
を
招
い
て

ケ
ー
ス
会
議
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
子
ど
も
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
た

指
導
・
支
援
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
学
習
指

導
と
生
徒
指
導
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問別
の
教
室
で
授
業
を

行
う
こ
と
は
出
来
な
い

か
。答行

う
こ
と
は
可
能
だ

が
、
学
力
保
障
な
ど

色
々
な
問
題
も
あ
り
、

親
の
承
諾
も
必
要
で
あ

る
。

宇
うつのみや

都宮　三
みつよし

良 議員

  
将
来
大
き
な
負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
、

計
画
し
た
い

  
町
武
道
館
建
替
え
に
つ
い
て

庁
舎
跡
地
の
売
脚
方
針

問検
討
内
容
・
理
由

は
。答令

和
元
年
、
各
種
団

体
な
ど
の
町
民
代
表
に

よ
る
「
庁
舎
跡
地
利
用

検
討
委
員
会
」
が
、
民

間
活
力
導
入
の
方
向
性

の
明
記
が
あ
る
「
庁
舎

跡
地
活
用
基
本
構
想
」

を
策
定
し
答
申
を
受
け

た
。令

和
四
年
設
置
の
役

場
中
堅
職
員
12
名
の

「
門
川
町
旧
庁
舎
跡
地

活
用
検
討
部
会
」
で
は

サ
ウ
デ
イ
ン
グ
調
査
も

実
施
し
、
民
間
事
業
者

か
ら
の
提
案
も
協
議
し

「
先
ず
は
旧
庁
舎
を
解

体
す
る
べ
き
」
と
答
申

を
受
け
た
。

令
和
五
年
設
置
の
役

場
全
課
選
出
の
25
名
の

「
門
川
庁
舎
跡
地
利
活

用
検
討
部
会
」
で
は
、

「
現
状
の
ま
ま
売
却
す

る
こ
と
が
、
今
と
れ
る

有
効
な
施
策
の
１
つ
」

と
の
答
申
を
受
け
た
。

解
体
設
計
で
は
、
解

体
作
業
に
多
額
の
経
費

が
必
要
と
示
さ
れ
町
単

独
費
用
と
な
る
た
め
、

限
ら
れ
た
行
政
資
源
を

最
大
限
、
効
果
的
に
活

用
し
て
い
く
。

問課
題
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
は
。

答町
の
中
心
地
で
、
ま

ち
づ
く
り
に
重
要
な
場

所
な
の
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
公
募
要
領
の
作

成
と
周
辺
地
域
へ
の
配

慮
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。現

時
点
で
は
、
三
月

末
の
事
業
完
了
予
定

で
、
八
月
か
九
月
に
公

募
を
開
始
し
た
い
。
今

年
度
十
二
月
議
会
上
程

予
定
。

随
時
、
町
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報

し
て
い
く
。

問解
体
費
用
は
。

答プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
も

控
え
て
い
る
の
で
、
多

額
の
費
用
、
億
単
位
と

い
う
事
だ
。

問売
却
の
根
拠
の
解
体

費
用
が
言
え
な
い
と

は
、
い
か
が
な
も
の

か
。
町
民
か
ら
出
て
き

た
様
々
な
提
案
・
意

見
・
民
間
に
な
る
事
へ

の
懸
念
事
項
は
。

答　
　そ

の
よ
う
な
意
見
を

参
考
に
し
て
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
臨
む
。

高
齢
者
福
祉

問高
齢
者
の
在
宅
介
護

は
、
精
神
的
に
も
、
経

済
的
に
も
厳
し
い
面
が

あ
る
。
お
む
つ
代
な
ど

の
助
成
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答で
き
る
だ
け
早
く
開

始
し
た
い
。

子
育
て
支
援

問こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
、
助
産
師
を
、
子
育

て
人
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
配
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答助
産
師
が
常
勤
し
て

い
る
こ
と
で
、
利
用
者

か
ら
問
い
合
わ
せ
や
意

見
は
な
い
。

就
業
中
の
妊
婦
や
産

後
間
も
な
い
母
親
な
ど

施
設
に
出
向
く
こ
と
が

む
ず
か
し
い
現
状
が
あ

る
の
で
、
家
庭
訪
問
や

電
話
相
談
な
ど
を
、
役

場
直
営
で
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
で
実
施

し
て
い
る
。

神
かん

﨑
ざき

　千
ちかこ

香子 議員
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令和 6 年 3 月 26 日 ( 火 ) 〜 27 日 ( 水 ) の 2 日間、門川町議会から 3 名、議会事務局から 1
名で佐賀県吉野ヶ里町議会へ視察研修に行きました。
目的：議会のYouTube 配信について必要性や効果、配信方法や費用等を調査・研究するため。
研修内容
　〇カメラや設置場所
　〇撮影方法
　〇編集アプリを使った効率的な編集
　〇機器類にかかる費用
　〇 YouTube の活用
　〇議会だより用 QR コード作成
　〇質問・意見交換
今後は撮影方法や機器について、また、録画や保存に関しての取り決めなど、議会録画配信の
早期導入に向けた討議を重ねていきます。

令和 6 年 3 月 4 日（月）午後 7 時 30 分から、消防団幹部、防災士、門川町議会議員で議会
報告会と意見交換会を行いました。

主な内容
〇議長挨拶
〇議員自己紹介
〇議会活動報告
〇意見交換

閉会後反省会にて、「紹介や報告が長すぎる」、「もっと意見交換の時間を長くして欲しい」等の
意見が出ていたとの報告がありました。今後の検討課題とさせていただき、更なる議会活性化に
向け議会全体でしっかりと取り組んで参りたいと思います。

佐賀県吉野ヶ里町議会へ行政視察佐賀県吉野ヶ里町議会へ行政視察

議会報告会　消防団幹部及び防災士会会員との議会報告会　消防団幹部及び防災士会会員との
意見交換会を開催！意見交換会を開催！

佐賀県吉野ヶ里町：吉野ヶ里町役場

門川町役場　3 階会議室

議会活動報告議会活動報告
令和６年度常任委員会年間活動計画令和６年度常任委員会年間活動計画

総務財政厚生常任委員会総務財政厚生常任委員会

産業建設文教常任委員会産業建設文教常任委員会

【テ ー マ】　　 『防災・減災力の向上で安心・安全な町づくり』

　　　　　　　　　 『旧庁舎の有効活用について』

【活 動 内 容】　・生活弱者の避難体制について

　　　　　　　　 　 ・自主防災組織の現状と課題について

　　　　　　　　 　 ・地域の一時避難場所及び避難経路の現地調査

　　　　　　　　　  ・防災対策、備品整備の実態、進捗状況について

　　　　　　　　     ・旧庁舎跡地の売却が決定したので、今後の経過を見守る。

【テ ー マ】　　 『持続可能なまちづくりと自然災害対策に向けて』

【活 動 内 容】 〇調査（現地視察を含む）
 　…災害対策として、現況確認。
 　…文化体育施設及び学校施設の現況。
 〇所管事務調査等
 　…次期衛生センター整備に向けた事業経過。
 　…水道のインフラ整備の状況。…能登半島地震被害を受けて
 　…ふるさと納税の現状。
 　…農地利用及び農地遊休地の現状と今後。
 〇各種団体との意見交換
 　…学校PTA関係者とタブレットの管理や取扱いに係る現状と課題等
 　…商業、農林漁業者等の後継者や事業継続の為の諸課題。
 　…R3８８の整備。他町村議員との意見交換



9月議会のご案内（予定）

9／３（火）
～

9／24（火）

３日（火） 議案の上程（開会） 
4・5日 一般質問

24日（火） 議案の採決（閉会）

■発行者／門川町議会議長　森　誠一
■編集／議会広報編集特別委員会
　〒889-0696　宮崎県東臼杵郡門川町平城東1番1号　TEL（0982）6３－1140
■議会広報編集特別委員会／委員長　出口　希俊　　　副委員長　岩切　義樹
　　　　　　　　　　　　　委　員　黒田　耕右　 魚永　崇貢　 田中　豊和　 寺田　泰隆
■印刷／株式会社 ながと

上記の日程で開催を予定しています。日程は変更に
なる場合がありますので、町のホームページ等でご
確認ください。

編 集 後 記
梅雨明けが待ち遠しい今日この頃、いかが
お過ごしでしょうか？門川町議会としまして
も今年度の活動計画がようやく決まりまし
た。町民の皆様とともに暮らしやすい門川町
を目指して努力してまいる所存でございま
す。皆様方の貴重なご意見、ご要望等ござい
ましたら門川町議会までご連絡ください。

　50 年以上、へべすや日向夏などを栽培している輝く農家の方
にお話を伺いました。「大変なことも多いけれど、喜んでくれる
人がいるから楽しくて、好きで続けています。これからも元気に
活動していきたい。」とおっしゃっていました。これからも美味し
い果物を楽しみにしています。ありがとうございました！

議会だよりで紹介したい「輝くひと」を募集しています。業種や団体問わず応募をお待ちしております。

の紹介の紹介
く輝 ひと

（ 議会広報編集特別委員会 ）

九州中央自動車道建設促進西臼杵総決起大会開催！
６月15日に高千穂町の武道館にて九州中央自動車

道建設促進西臼杵総決起大会が行われました。
熊本県嘉島町と延岡市を結ぶ九州中央自動車道、

昨年度は「一般国道21８号蘇陽五ヶ瀬道路」にお
いて工事が着手され、さらには「山都中島西～山都
通潤橋」間が開通しました。そして今年度「平底～
蔵田」間が「計画段階評価を進めるための調査」
の対象区間に選定されました。観光や物流はもちろ
ん、防災対策からも早期完成が待ち遠しいです。


